
電子線形加速器と Ra-226を用いた Ac-225放射性医薬品生成の検討 
（1） 単離 Ra-226ターゲット設計と Ac-225収量評価 

 
Study on Ac-225 radiopharmaceutical production from Ra-226 by an electron LINAC: 

(1) Development of Ra-226 target and evaluation of Ac-225 yield 
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標的 α線治療用の核種として注目される Ac-225を、電子線形加速器と Ra-226を用いて生成する実現可能性

の検討を進めている。今回 Ra-226を模擬した Baターゲットの作成と、実際の照射体系を想定した Ac-225の

収量計算を行なったので、その結果について報告する。 

 

1. 緒言 

近年、α線放出核を用いた放射線医薬品による開発が世界中で進められているが、一般に α線放出核の入手

は容易ではない。電子線形加速器による制動放射線を用いた Ra-226(γ,n)Ra-225 光核反応は、α線放出核であ

る Ac-225を生成する手法の 1つとして注目されている。 

 

2. Ac-225収量評価 

東北大学 ELPHでの照射体系を想定し、PHITSによる制動放射線

データと TENDL-2019データを用いて Ra-225および Ac-225の収

量を評価した。その際、18.5 kBq の Ra-226 を標的とし 30 MeV, 

100 μA, 8時間照射を条件とした。 

 

3. Ra-226ターゲット作成 

 Ra-226 ターゲットは電気めっき法にてアルミ板に電着させる

方針とした。予備試験的に天然 Ba を Ra-226 の代替として利用

し，ターゲット作成に関する電着装置及び電着条件の検討を行っ

た。 

 

4. 今後の予定 

 まず Ba ターゲットを用いて照射系全体の確認試験を行う。次に

Ra-226 を用いた本試験を実施し、Ac-225 の収量評価および他核種

の生成状況の評価を行い、実用化に向けた検討を進めていく。 
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図 1 Ra-225/Ac-225収量評価結果 

図 2 作成した Baターゲット 
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